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松井清教援の人柄を偲んで

山岡亮一

山岡でございます。ついこの閣と五いましてももう半年あまり経っておりますが 2

月10日にこの教室で私が定年の退官記念講演をやりました時に， そD私自講演目後で総

轄の挨拶をしてくれまして， 私が講演の中で松井君は新幹線のように早いと云ったとこ

ろ山岡君はデョイチと呼ぶに値すると， この言葉を彼は愛情をこめて話してくれました。

私は彼自このことばに表現されているそD友情を素直に受けとったりであります。 ただ

今デコイチは高知で煙を上げ乍ら力 杯走っております。今日はこのような所でこの様

な話番子 Lなければならないとは思いもよりませんでした。考えてみれば私と松井清君と

ここにおられます島君とり間， この 3人の友人としてのおつきあいと云うものは40年を

こえているわけであります。昭和6年に私が高等学校からこり大学に入学して以来のお

つきあいでございます。こり 3人おのお白性格も， もりの考え方も少しづっ違うかも L

れませんけれど，私達3入。結ぼれは非常に強靭なものがございます。官、白台やじが，

3人が私の家ではなしている際にふとのべた 3人は生涯友人であってくれという言葉は

私の脳裏から消えたことはなしこれは遺言ではございませんけれど， 私はおやじ

白死には出征中のため出会うことは出来なかったりです一一この生涯友人であるという

ζ とを松井者は果して〈れたわけでありまれ私はまだ果し切っておりません。

私は今この府で40年の聞の彼とのふれあいを申しあげることはなかなかむつかしいの

でございます。 あるいは御家族の方もお閣きにならなかったこともどぎいましょうし，

あるいは近かった友人の方，先輩白方も御存じないことも多し、かと思います。本当に長

いけれど短いあっという聞に過ぎた40年でございました。今彼り略歴を拝見致しまして

何処でどのように彼とおつきあいしたかをたどコて参りますことは大変でございます。

さき程からのおはなしで彼が如何にすぐれた学者であるか私は今更ながらしみじみとわ

かりました。案外専門を異にすると， 身近の友人の業績もじっくりと読めないくらいに

位がしい今町世の中でございます。 したがって偉いなあというこ色を知っていても今日

乙こで改めて彼が如何にほんものの学者であったかということを心の底から知らされた

わけであります。彼り人間について講演をするというのは， あまりに近い友人に話させ

るのは，酷ではないかと思います。私が一個の科学者として， 彼の人柄を解剖しながら

お話する気には全然なれません。 したがってここではむしろ笹のことについて私と共に

思い出して頂こうという気持で後にはなきれるであろう想い出とは少し長〈時間をいた

だいていろんなエピソードをまじえながら話してゆきたいと思います。
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ところで高等学校申時に私は経済学。ケの字も知らなかったのですが， 大学に入りま

してから松井というやつが三高時代から経済学を勉強していてなかなか佳済学にくわし

いということで，私も彼には一目おきながら彼について経済学を真剣に学ぶということ

になったわけでありますが，こり悶丁度彼のおやじが総長になられた時に， 青田の官舎

で島君と共に 3人で読書会をしてみようというよとになりました。 よれは松井清右の一

番楽しい思い出であヮただろうと思います1-， 学生諸君にも随分語っているようでござ

います。 3人三様に何を選ぼうかということで「哲学の貧困Jと「経済学批判の序説」

とプハーリンの「レントナー(金利生活者〉の政治経済学」の 3つの本をとりよげるこ

とになりました。それらを克明にドイツ語で読んでいったりであります。 ζ の時に私の

経済学の眼が開吋てきたかと存じますq 彼からも島君からも随分教えを受けました。そ

して私が経済学を学んで行勺て何止かなろうかという白信がついたのもこ白読書会でど

古います。皮肉なことでございますけれど， この頃マルクスなんかを読むことが禁じら

れた中で， 総長官舎の二階で 3人が楽しげにマルクスを読んでおったという記憶がござ

います。台、しい夏の風を受げながら思う存分議論をしたわけでございます。ただフハ

リγ の立場はベ ム・バベノレグ， フリードりッヒ・ウィーザーなどいわゆるオーストリ

ア学派の経済学を外慣肋3ら批判するのではなし いわば内在的に批判すると L、うし、き方

で， 辛いわた〈しはその頃少しばかり主観価直説を勉強していたので，少しは彼にも役

に立ったように思います。後程彼がハーパラ}を訳したり近代経済理論についてかなり

関心を持ったのは最初に読んだこういう本の影響があコたりではなし、かとひそかに想像

しているりtあります。文経済学批判序説をよんだ時には資本論に集大成された経済学

体系の中からはみ出しておる国際貿易論を彼はやるs わたしは又同じくはみ出している

土地所有論をやる。やはりこれは経済学をやるもりにとヲては非常に魅カでごさいます。

もうやっ亡 Lまった所をやるのではない， 誰も手掛ていないよとを本当に自分の問題と

してやるということ，こういう意見では一致Lたのではないか土思い主す。私自方はも

ちとして進みませんでしたけれど，彼自方はどんどん進んで行ったわけであります。 こ

れが新幹線ということになったわけでありますが3 まさか新幹線で月世界までつっぱし

るとはわたしは夢にも思いませんでした。 まだまだ彼に生きてほしかったのであります。

野球でも彼はピッチャ をやると，なかなか球威があったわけでございますω ゼ主の対

抗試合の時のことですが，一寸彼り方が背が高〈色が白うございまして私の方は少し背

が低くて色が黒いので学生たちが遠くから私達2人の姿をみつけて「ああ小島先生と谷

口先生がいらっしゃった。」小島先生と思ったのが松井君で谷口先生と思ったのがわたく

しでございますU ああ面白い間違い方を Lておるものだと 2人で話したととがあります。

丁度こういうふうにもともと学問。専問では違う分野へ入って参りましたけれど， ゼ
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ミブーノレにおきまし亡はうま〈乙白 3人がまとまってまいりました。松井君が谷口先生

と八木先生，いわば国際貿易論と農業問題，島君が谷口先生色神戸生生， 私が農業問題

とそれから財政論， つまり神戸先生と八木先生というように 3つがうまく曹なり合うよ

うな勉強の仕方をしたので晶ります。 これが終生かわらぬ友情を育てるかすがいの lつ

になったのではないかと恩レます。

松井君は一面人間味あふれる人間でした。ツウ・メソ:/'c.o.リ γ ヒ， アルツウ・メ γ シ

ュリヅヒ左い号言葉があたるかもしれません。 ~Dもあまりにも人間的であったと云える

面があったと思います。あるいは稚気あふれる無邪気な彼の一面これは， この間奥きん

にt庄の肖像を見せて頂いた時に話したのですが， 実に彼は人の心に対していたわりがあ

ったのでございます。ある人はでうではないという人があるかもしれませんが， 随分相

手の人聞について気をつかっているわけでごt札、主す。気のつかい方がもがっているか

もしれませんけれど， 1つの例を中 Lますと， 彼は包容力があったとお話にございまし

たけれど，彼は本当に包容力があり，人聞の心を大切にいたしました。

111日大学で入試問題で新聞紙上にかなり派手にとりあげられたさわぎが起った時のこ

とです，もうとうにもしよ号がないというところまでいコた時にも， 彼は自分の研究室

員と私の研守ι室員の 2人のためにやはり行ってやろうと云って私と 2人で山口まで出掛

叶ました。その大学D自治を犯かさない範囲で出来るだけのことをして， 最後まで面倒

をみました。帰りの汽車の中でビールで酔っぱらわれたのには閉口しましたが， 人間を

大事にするという点 Eは徹底し Eおりました。 これが彼に多くのヲ随分多くの研究教育

者を集め，それぞれが大成Lて行った原閃ではないかと相像しております。いろんな点

で2人で一緒に行動したりを記|層、していることが沢山あります。例えぽ滝川事件の時で

ありますが，法学部の末川先生，佐々木先生， 恒藤先生等立派な行動をなさった先生白

中で，経済学部の先生方が，わたし達若い羊生の側から見れば， わけのわからん何か街

切れの悪い態度でおられ，松升君と私が，松井君の発意に:llるものですが， 学部の先生

方が法学部を助けないのなら，せめて八木先生にゼミでも休んで貰おうじゃないか， 八

木先生は公平無私でJL帳面で，あるいは厳格な先生でございましたが， おそるおそる 2

人で「今日のゼミは先生休請にして頂きたいですが」と申し出たところが，経済学部に

は経済学部町立場がありますと 鳴きれまして，松井君と私はほうほうの態で逃げかえ

りました。滝川事件におきましてのこの事件は松井君と私自 1つの語り草になっており

ます。滝川事件目時に第1教室で最後のけつ別の式が行われた時に Iわあ立派なもの

だなあ，これが本当の生きた教育だ」と， 退官される先生の姿こそが生身の教育じゃな

いかとほれぼれと 2人で後から見ておったのでありますが， 一番立派な風ぼう態度の方

が窓外にも真先に教壊に戻って来られたことにはz人ともひとし〈人は見かけによら白
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ものだなあと，幻誠を感じたこともございます。 2人でいろいろな経験を Lております

がp 語れば切りがないことでございますu

彼がかね亡から奥さんに約束をしていたヨ ロッパ旅行も果され， あるいは計剛を L

ていた仕事も殆ど 9分自厘まで終えて Lまってほっとして安心した隙聞に思いがけ白彼

の死が訪れたのではないかと思います。後から聞きますと， まことに安らかな寝蹴であ

ったというよとtす。伎はやることはやった，それで安らかに眠れたのだと思います。

息子さんも立派な国際法学者になられた1.-.お燥さんも立派に成人された， 思い残すこ

とがないとは云えませんけれど， 私の子供がまだ大学で勉強中で先の見とおしも立たな

いでいる時に， 彼はやはり非常にすみやかに人生をフルスピ ドで走り抜けたと思いま

す。彼はフルスピード操渠 E何時も休むζ となく走コ亡いました1.-. 今も天国で走って

いるかも Lれませんけれど，にこやかに走っている三とと私は思います。

私はそう願っています。あまりまとまりませんけれど皆様とともに彼の生前を偲ばせ

て頂いたことを厚〈御礼申しあげます。




